
杉山事丸,野崎沢滋.待四呂二.目上桝司,

l̂yGaspnrdSoumElh.佐缶 続,竹中

憎 く1992):GTジヌクレオチド多型胴析法に

よるニホンザルの父子判定 :放飼グループに

おけるオスの年齢 ･帽比変化と子桝数.El木

動物行動学全卵11回大会 (筑波).

生化学研究部門

竹巾 修･ft山 節 ･中村 仲 ･浅岡一雄

研究概要

A)DN^多型解析による霊長頬の父子判定

井上美穂')･川本咲江2)･竹中 修

チンパンジーおよびニホンザルのゲノム中のG

T縦列反視配列の塩基配列からPCR法のための
プライマーをデザインし個体識別法を開発した｡

この方法を三和科学研究所のチンパンジー緊頼群

に応用し49頭の子供の父親を決定した｡その結凪

1)オスの順位と子供の数には相関が推測されるが

さらにデータが必要であること,2)チンパンジー

にもオスとメスとの永続的なペアー関係はない.

3)オスは9-10才から子供を残している,等が明

らかになった｡またギニアのポッソーの野生チン

パンジーでは,群れ外オスが子供を残している例

が発見された｡ニホンザルでは寺島群で糞表面に

付著した細胞を試料として分析を進めているo

T3)マカカ属のグロビン退伝子

竹中晃子3)･竹中 値

域基配列を決定したカニクイザルのαグロビン

迫信子領域9kb中に発見されたプロセスト退伝

子は.カニクイザルは10-20%,7カゲサルは約

35%の頻度であるが,ニホンザルでは殆ど兄いだ

されない｡このプロセスト退伝子はほとんどの霊

長甥で位置は異なるが,ゲノム中に挿入されてい

ることも明らかになった｡

C)サブトラクション法による脳発現遺伝子探索
白石陽子一)･竹中 修

訳なった組織で発現されている退伝子をcDN

Aとした後にサブトラクションし,残った退伝子

のqA基配列決定により,各組織での特異発現池伝

子の探索が可能である｡この方法を応用し.マカ

1)非常勤訊師､現動物iB伝研究所 2)技術和佐艮

3)研修El､名古P_文理短大 4)大学院生

クの脳の部位別特異発現逝伝子の探索を始めた｡

いくつかの地伝子のクローニングに成功し塩基配

列を決定解析中である｡なおこの方法は,発達 ･

老化に仲う発現迫伝子の変化等応用範囲は広い｡

D)アスパラギン恨プロテアーゼの構造 ･機能 ･

iu化

景山 節

ペプシン,カテプシンD.カテプシンEの生理

活性ペプチドに対する分相乍用について調べた｡

これらのうちカテプシンEが.サブスタンスP,
ニューロキニンAなどのタキキニンペプチドに.

特異的かっ非常に強い分防活性を示した｡カテプ

シンEは胃腸,瞬脱などの平洞肪をもっ組級.胸

腺.肺臓などの免疫関係組鰍 こ分布していた｡こ

の分布はタキキニンおよびその受容休の分布とよ

く一致し,Eが生理的に虫要な役割を担っている

と予想された｡

E)霊長頬の止血 ･免疫械梢

中村 伸

血液凝B]系の開始因子 ･組織因子(TF)の構造一
機能相関を明らかにする一項として,TF分子内
のⅤⅠⅠ/VIIa因子結合部位を解析した｡また.TF
の生理的意我を追究する目的で.血中TFの高感
度測定と性状ならびにDHRにおけるTF発現の意
義について検討した｡TFに関する細胞生物化学
的な研究として.マクロファージ細胞表面でのT

Fの発現調節機序について検討した｡

ニホンザルの花粉症の主要因であるIgE抗体に

対する特剤 勺サンドイッチELISAを検討 し､pg/

mlのIgEが測定可能な高感度ELISAを確立した｡

この高感度ELISAを活用して.寄生虫感染とIgE
抗体産生応答ならびに花粉アレルギーとの関連を

検討した｡

F)原猿における霊長頬特異酵素の研究

浅岡一雄

霊長類で特異的に出現,消失するアシルCoA薬

物代謝鮮魚 尿酸酸化酵素,ビタミンC合成酵素

などの発現扱柄を研究した｡特にアフリカ周辺地

域での各種の原損を比較研究するためケニ7国立

博物館霞長研研究所およびマダガスカル国立チソ

バザザ動植物公図に出向き研究を進めている｡

総 説

一和文-

1) 竹中 修 (1992):ヘモグロビンの誠化.新生

-33-



化学実験講座16.分子進化実験法｡pp.125-

137東京化学同人

2) 景山 節 (1992):ペプシ-ノゲン酵素群の構

造と発達過程における発現機構.生化学,64

巻,503-507.

3) 中村 伸 (1992)ニホンザルの花粉症.第6回

東海花粉症懇談会,91-970

4) 中村 仲 (1993):組織因子 (tissuefactor)

の構造,械能および生理的意義.Annual

Review血液1993,209-2210

論 文

一美文-

1)Yamada,T..Yoshikuni;Y.,Taira,M..

Yoshida･Suzuka.H.. Sakurai, I., and

Takenaka. 0. (1992): Diet-induced

t̂heroscZerosis in cynomolgus monkey

aortaandregressionbythesixth･month

obscrvation.Angiology,43:1008-1019.

2)Takcnaka.0..Takasaki,H..Kawamoto,

S..Arakawa.MりandTakenaka.A.(1993):

PolymorphicmicrosatelliteDNAamplifi-

cationcustomizedforchimpanzeepaternity

testing.Primates,34:27-35.

3) Inoue, M.. and Takenaka.0.(1993):

Japanese macaque microsatellite PCR

prlmerSforpaternitytesting.Primates,
34:37-46.

4)Takenaka,A.,Udono.T.,Miwa.N.,

Varavudhi,P.,andTakenaka.0.(1993):

Highfrequencyortriplicated (卜globin

genesintropicalprlmateS,Crab-eatingma･

caques(MaCaCaraSCicularis),Chimpanzee

(Pan troglodytes), and orang-utans

(Pongopygmaeus).primates,34:55-60.

5) Kageyama.T..Ichinose,M.,Tsukada,S.,

Miki,K.,Kurokawa,K..Koiwai,0.,Tanji,

MりYakabe,E.,Athauda,S.B.P..and

Takahashi,K.(1992):Gastricprocathepsin

E and progastricsin from gulnea pュg.

Purification,molecularcloningofcDNAs,

andcharacterizationofenzymaticproper-

Lics,withspecialreferencetoprocathepsin
E.J.Biol.Chem.267:16450･16459.

6)Tsukada,S..lch'inose,M..Miki.K.,

Tatematsu, Mり Yonezawa, S..

Matsushima,M.,Kakei,N..Fukamachi,

li.,Yasugi.S.,Kurokawa,K..Kageyama,

T..andTakahashi,K.(1992):Tissue-and

cell-specificcontrolorgulneaPIECathepsin

Egeneexpression.Biochem.Biophys.Res.
Commun.187:1401-1408.

7)Nagai,H., Kondo,M.. Koda,A.,

Nakamura,S., Hashimoto.M..

Yanagihara,Y., Daikou.M (1992):

ResponseofIsolated Japanes8Monkey

TrachealMuscletoAllergicMediators.Int.

ArchAllergylmmuno1.,98.70-76.

8)Sakaguchi,M., Inoue.S.. Imaoka.Kり

Miyazawa,H.,Hashimoto,M..Nigi,ti.,

Naknmura,S(1992):Measurementofset

rumlgEantibodiesagainstJapanesecedar

pollen(Cryptomeriajaponica)inJapanese

monkeys(Macacafuscata)withpollinosis.

J.Med.Primato1.,21.323-327.

9) Ohmori.S.,Shirakawa.C.,Motohashi.K..

Yoshida,H.,Abe,H.,Nakamura.T.,

Horie,T.,Kitagawa,H..Asaoka.K.and

Kitada,M.(1993):Purificationrrolnliver

microsomesfrom untreat'edcynomolgus

monkeysorcytochromeP450closelyre･

latedtohumancytochromeP4502B6.Mol.

PllarmaCOlり43:183-190

報告 ･その他

一和文-

1) 竹中 修(1992):DNA多型解析による霊長

類の父子判定.個体群生態学全会楓 49:42-
48.

2) 竹中 修(1992):DNA.進化の隣人-サル

との対話,分担執筆,pp.188-200,毎日新

聞社

学会発表

一英文-

1)Takenaka.0..Takasaki,H.,Kawamoto.S.

and Takenaka,A.(1992):Polymorphic

microsate】liteDNAamplificationcustom･

ized forchimpanzeepaternity testing.

XIVth Congr. Tnt. Primatol. Soc.
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Sym posium ''Gcnetic markers (DNA-

typing,proteins)in socio･biology and

popu)ationgcnctics.Strasboug.France.

2)Ohsawa.H,Inouo.M.andTakenakEl.0.

(1992):Matingstrategiesandreproductive

success or male Patas monkoys

(ErythrocebuspataS).XIVthCongr.Int.

Primatol.Soc.Symposium''Geneticmark-

crs (DNA-typing, proteins) in socio-

biology and population genetic･

Strasbourg,France.

3)fIarihara. S., Kawamoto, Y., and

Takenaka.0.(1992):Intra･speciric and

interspecific polymorphisms of

mitochondrialDNAintheSulawesima-

caques.XIVthCongr.Tnt.PrimatOl.Soc.

Symposium "The Sulawesi macaques:

Origins.ConservationandBiodiversity".

Strasbourg.France.

4)Takenaka,0..Takasaki.H.,Kawamoto.S.

and Takenaka, A.(1992): Chimpanzee

(GT)∩dinucleotiderepeat.XIVthCongr.

Int.Primatol,Soc.Strasboug.France.

5) Inoue, M.. and Takenaka, 0.(1992):

Paternity discrimination of

CercopithccidaebyPCR method.XIVth

Congr.tnt.Primatol.Soc.Strasboug.

France.

6)Takenaka.AりandTakenaka.0.(1992):

Constructionofalpha-globingenereg10nin

crab-eatingmacaque(Macacarascicularis).

XIVth Congr. Tnt. Primatol. Soc.

Strasboug.France.

一和文-

1) 竹中晃子･竹中 修 (1992):霊長類のa-グ

ロビン退伝子内の未知プロセスト遺伝子.節

8回日本霊長類学会.霊長頬研究8(2):179

2) 井上美穂･竹中 修 (1992):PCRによる

GTジヌクレオチ.ド多型解析法を用いたオナ

ガザル村の父子判定.邦8匝旧本霊長学会.

霊長規研究8(2):191.

3) 竹巾 修･川本咲江･高崎浩幸 ･約取俊史･

竹中晃子 (1992):GTジヌクレオチドリピー

トの多型肺折によるチンパンジーの父子判定.

邦8回日本霊長頬学会.諾長和研究8(2):192.

4) 針原伸二 ･尾木瓜一･竹中 修 (1992):スラ

ウェシマカクのミトコンドリアDNAの種内

および柿間変只.節8匝旧木霊長学会.霊長

輔研究8(2):214.

5) 舟山 m,一瀬雅夫.三木一正.丹治雅夫,

S.B.P.Athauda,高橋健治 (1992):カ

テプシンEの柄道と根絶.節65【司日本生化学

会大会.生化学,64:719.

6) 塚田英子,三木一正,-瀬雅夫,松嶋成志,

掛井信行,矢作直久,石浜智,鈴木雄久,罪

川 酒,探町博史,高橋健治.景山 節

(1992):胃粘膜遊離細胞における酸性プロテ

アーゼ (ペプシノゲン及びカテプシンE)過

伝子発現調節機構の検討.第65回日本生化学

会大会.生化学,64:1006.

7) 中村 仲,村山裕一.今村隆寿(1992):ヒト

TissueFactorモノククローナル抗体 :新た

な申球/マクロファージ認識抗体.日本薬学

会節112年会.要旨典3,120.

8) 楠本道子.中村 帆 後藤俊二,和 秀雄,

近藤正樹,永井博式(1992):ニホンザル Ba

sophilの細胞性状およびヒスタミン遊離.節

39回日本実験動物学会.要旨集,88.

9) 中村 仲.後藤俊二,峰沢 満,楠本道子,

目上桝司(1992):ニホンザル嵐山放飼群にお

けるスギ特卿 勺IgE抗体の季節動態.第8回

日本霊長研学会.霊長頂研究,8.211.

10)後藤俊二.中村 仲.峰沢 満(1992):ニホ

ンザルのスギ花粉自然感作と寄生虫感染との

関連.第8回日本霊長研学会.霊長頬研究,8.
212.

ll)中村 伸.友酒和彦(1992):TissueFactor

のVII(ⅤⅠIa)結合 ドメインの性状解析.第65

B]日本生化学学会.生化学64,869.

12)中野-司,丸山征即,松元 渉.所名主宏一.

中村 凧 的 光弘(1992):ベーチェット病

患者の末梢血_tli球ではTissuoFactorの発現

誘群がかかり易い.邦15回日本血栓止血学会

日本血栓止血学会誌.3,335.
13)招四千佐子.飯島恕司,中村克己 中村 仙

(1992):血狭中組織因子の活性.抗原塁の比

較検討.耶15回日本血栓止血学会.日本ILIl栓

止血学会誌,3.335.
14)今村隆弘 中村 仲(1992:遅延型過敏反応

局所における粗相因子の発現.節15回日本血
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栓止血学会.日本血栓止血学会誌,3,336.

15)中村 伸,神窪勇一.後藤 啓.石原美奈子,

獄本澄代,宮本誠二.岡島研二,朝倉英策

(1992):第15回日本血栓止血学会.日本血栓

止血学会誌.3,336.

16)中野一司,丸山征即,新名主宏一,中村 他

的 光弘 (1992) :高LDL血症ではなぜ血

栓傾向となるのか 7:変成LDLによる単球

上のTissueFactor発現の誘導.第15回日本

血栓止血学会.日本血栓止血学会誌,3,337.

17)鐙谷武雄,木村 敬,円城寺慶一,中村 伸,

竹中晃子,竹中 修,富国義明,宮本誠二,

加藤久雄 (1992) :高コレステロール食負荷

サ ルにお け るTissue Factor Pathway

lnhibitor(TFPl)の変動 :LDL/VLDL結

合型 TFPI活性の増加.第15回日本血栓止

血学会日本血栓止血学会誌,3,339.

系統研究部門

野上裕生 ･瀬戸口烈司 ･相見 満

研究概要

A)霊長頬の歯の組織学的研究

野上裕生 ･相見 尚

歯のエナメル質にみとめられる成長の周期を吟

味し,従来の5-7日周期の不合理性を指摘した｡

B)インドネシアにおける第四紀霊長規の研究

相見 満

インドネシアの現生および化石霊長規の系統 ･

進化 ･分矧 こついて,詳細な研究をおこなった.

C)繭アメリカにおける第三紀霊長頬の研究

瀬戸口烈司 ･高井正成2)･野上裕生

コロンビアEgを中心に,中新世の地層の発掘調

査がおこなわれ,保存良好な歯が多量に発見され,

その系統的記載がなされている｡

E)日本における中生代哨乳類の研究

瀬戸口烈司

熊本県の白亜紀の地層 (御船層群)で発見され

た耶乳Wl(蝕 頬)化石の系統学的研究をおこなっ
ている｡また,さらなる化石の発見を目指して現

地での調査も実施している｡

F)南アメリカにおけるティティ属の形態学的研

究

小林秀司 ･野上裕生

ティティ属の歯の形態に着日し,属内種間変異

とその進化的傾向を解析した｡

論 文

一美文-

1) Aimi,M.,1992.Taxonomyanddistributi-

on orPresbytis melalophos group in

Sumatera,Indonesia.Primates,33:191-206

(withBakar,A.).

2)Setoguchi, T., 1991: Malocclusion.

InterdentalSpaceandDentalArchFormin

ColobusMonkeys.Journ.Growth,30:153-

167.(withKondo,S.,Shigehara.N.&

Imamura,M.)

3)Takai,M.,Setoguchi,T.& Nogami.Y.,

1992:GeologyofLaVenta,Colombia,

SouthAmerica.KyotoUniv.OverseasRes.

Rep.NewWorldMonkeys,8:1-17(with
TakemUra.K.,Takemura.A..Villarroel,

C.A..Hayashida,A.,Danhara,T.,Ohno,

T.&Franco,氏.N.).

4) Takai,M.&Setoguchi.T.,1992:Fission-

TrackAgesoftheVillaviejaFormationor

theMioceneHondaGroupinLaVenta,

DepartmentofHuila.Colombia.Overseas

Res.Rep.NewWorldMonkeys.8:19･27

(withllakemura.A.&Danhara,T.).

一和文-

1) 瀬戸口烈司,1993:嘱乳類の大脳皮質の進化

三上章允編 ｢視覚の進化と脳｣.74-88.朝
倉書店,束京.

2) 相見満 ･後藤俊二,1993:霊長瑞の網膜の系

統比較.三上章允縮 ｢視覚の進化と脳｣.24･
42.朝倉書店,東京.

報告 ･その他

一英文-

1) Aimi.M.1992:Cladisticanalysisofthe

Presbytismelalophosgroup.Abstractsor

theXIVthCongressortheInternational

PrimatologicalSociety.p.69.Strasbourg.

-和文-

1) 相見満,1992:マダガスカル島のキツネザル

たち.カルデイ工,2(1):87-89.

2) 相見満,1992:困難な分校.ヒヨケザル.動
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